
 

 

 

吸収合併に係る事後開示書面 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024 年３月１日 

株式会社フジ 

  



2024 年３月１日 

愛媛県松山市宮西一丁目２番１号 

株式会社フジ      

代表取締役社長 山口 普 

 

 

吸収合併に係る事後開示書面 

 

当社は、2023 年 11 月 22 日付けで株式会社フジ・リテイリング（以下「フジＲ」といい

ます。）及びマックスバリュ西日本株式会社（以下「ＭＶ西日本」といいます。）との間で締

結した吸収合併契約（以下「本吸収合併」という。）に基づき、2024 年３月１日を効力発生

日として、当社を吸収合併存続会社、フジＲ及びＭＶ西日本を吸収合併消滅会社とする吸収

合併を行いました。 

本吸収合併に関し、会社法第 801 条第１項及び会社法施行規則第 200 条に定める事項は

下記のとおりです。 

記 

１．吸収合併が効力を生じた日 

2024 年３月１日 

 

２．吸収合併消滅会社における会社法第 784 条の 2 の規定、第 785 条及び第 787 条の規定

並びに第 789 条の規定による手続の経過 

（１）吸収合併をやめることの請求 

該当事項はありません。 

（２）反対株主の買取請求 

当社は、フジＲ及びＭＶ西日本の発行済み株式の全てを保有していたため、該当事

項はありません。 

（３）新株予約権買取請求 

フジＲ及びＭＶ西日本は新株予約権を発行しておりませんので、該当事項はあり

ません。 

（４）債権者の異議 

フジＲ及びＭＶ西日本は、会社法第 789 条第 2 項及び第 3 項の規定に基づき、2024

年１月９日付の官報へ合併公告を掲載するとともに、同日付で電子公告を行いま

したが、異議申述期限までに、異議を述べた債権者はありませんでした。 

 

 



３．吸収合併存続会社における会社法第 796 条の２の規定、第 797 条及び第 799 条の規

定による手続の経過 

（１）吸収合併をやめることの請求 

該当事項はありません。 

（２）反対株主の買取請求 

本件吸収合併は、会社法第 796条第 2項本文に規定する簡易合併に該当するため、

該当事項はありません。 

（３）反対株主の通知 

会社法第 797 条第 3 項に規定する吸収合併に反対する旨の通知はありませんでし

た。 

（４）債権者の異議 

当社は、会社法第 799 条第 2 項及び第 3 項の規定に基づき、2024 年１月９日付

の官報へ合併公告を掲載するとともに、同日付で電子公告を行いましたが、異議申

述期限までに、異議を述べた債権者はありませんでした。 

 

４．吸収合併により吸収合併存続会社が吸収合併消滅会社から承継した重要な権利義務に

関する事項 

当社は、効力発生日をもって、吸収合併消滅会社の資産、負債及びその他の権利義務の

一切を承継しました。 

 

５．会社法第 782 条１項の規定により吸収合併消滅会社が備え置いた書面 

別紙のとおりです。 

 

６．会社法 921 条の変更の登記をした日 

2024 年３月 14 日（予定） 

 

７．その他吸収合併に関する重要な事項 

該当事項はありません。 

 

以 上 



 

 

 

 

 

 

吸収合併に関する事前開示書面 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024 年 1 月９日 

 

株式会社フジ 

  



2024 年１月９日 

株式会社フジ        

代表取締役社長 尾﨑 英雄 

 

吸収合併に関する事前開示書面 

（吸収合併存続会社/会社法第 794 条第１項及び会社法施行規則第 191 条に基づく事前備置書面） 

 

当社は、2023 年 11 月 22 日付けで株式会社フジ・リテイリング（以下「フジＲ」という。）及びマッ

クスバリュ西日本株式会社（以下「ＭＶ西日本」という。）との間で締結した吸収合併契約（以下「本吸

収合併」という。）に基づき、2024 年３月１日を効力発生日として、当社を吸収合併存続会社、フジＲ

及びＭＶ西日本を吸収合併消滅会社とする吸収合併を行うこととしました。本吸収合併に関し、会社法

第 794 条第１項及び会社法施行規則第 191 条に定める事項は下記のとおりです。 

 

記 

１．吸収合併契約の内容 

別紙１「吸収合併契約書」のとおりです。 

 

２．合併対価の相当性に関する事項 

完全親子会社間の合併につき、合併対価の交付はありません。 

 

３．新株予約権の対価の定めの相当性に関する事項 

吸収合併消滅会社であるフジＲ及びＭＶ西日本は、新株予約権を発行しておりませんので、該当事

項はありません。 

 

４．計算書類等に関する事項 

（１）最終事業年度に係る計算書類等の内容 

最終事業年度のフジＲ及びＭＶ西日本の計算書類等は、別紙２及び別紙３のとおりです。 

（２）フジＲ及びＭＶ西日本における最終事業年度の末日後に生じた重要な財産の処分、重大な債務

の負担その他の会社財産の状況に重要な影響を与える事象の内容 

該当事項はありません。 

 （３）当社における最終事業年度の末日後に生じた重要な財産の処分、重大な債務の負担その他の会

社財産の状況に重要な影響を与える事象の内容 

当社は、別紙４「完全子会社（孫会社）の吸収合併（簡易合併・略式合併）に関するお知らせ」

のとおり、2023 年 10 月 11 日の取締役会において、2024 年３月１日を効力発生日として、完

全子会社である株式会社フジデリカ・クオリティを吸収合併することを決議しております。 

 

５．吸収合併が効力を生ずる日以後における吸収合併存続会社の債務の履行の見込みに関する事項 

本吸収合併効力発生後の当社の資産の額は、債務の額を十分に上回ることが見込まれます。また、

本吸収合併後の当社の収益状況及びキャッシュフローの状況について、債務の履行に支障を及ぼすよ

うな事態は現在のところ予測されておりません。したがって、本合併後における当社の債務について

履行の見込みがあるものと判断いたします。 

以 上 
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貸  借  対  照  表 
（2023年２月 28日現在） 

（単位：百万円） 

科   目 金   額 科   目 金   額 

（資 産 の 部）  （負 債 の 部）  

流 動 資 産 26,925 流 動 負 債 25,629 

  預 金 188   買 掛 金 12,948 

  売 掛 金 2,126   関 係 会 社 短 期 借 入 金 4,660 

  商 品 7,857   未 払 金 5,029 

  未 収 入 金 2,709   未 払 法 人 税 等 1,802 

  預 け 金 11,277   未 払 費 用 614 

  関 係 会 社 短 期 貸 付 金 1,240   契 約 負 債 563 
  １ 年 内 回 収 予 定 の 
  関 係 会 社 長 期 貸 付 金 1,027   そ の 他 11 

  そ の 他 498   

  固 定 負 債 177 

固 定 資 産 8,272   関係会社事業損失引当金 177 

 投 資 そ の 他 の 資 産 8,272   負 債 合 計 25,807 

  関 係 会 社 株 式 2,791   

  関 係 会 社 長 期 貸 付 金 7,198 （純 資 産 の 部）  

  繰 延 税 金 資 産 608 株 主 資 本 9,390 

  貸 倒 引 当 金 △2,327  資 本 金 10 

   利 益 剰 余 金 9,380 

    そ の 他 利 益 剰 余 金 9,380 

     繰 越 利 益 剰 余 金 9,380 

    純 資 産 合 計 9,390 

資 産 合 計 35,197 負 債 純 資 産 合 計 35,197 
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損  益  計  算  書 
2022年３月 １日から 
2023年２月 28日まで 

（単位：百万円） 

科 目 金 額 

   売 上 高  159,130 

   売 上 原 価  114,701 

    売 上 総 利 益  44,429 

   営 業 収 入   

    受 取 手 数 料  5,718 

   営 業 総 利 益  50,147 

   販売費及び一般管理費  46,781 

    営 業 利 益  3,366 

   営 業 外 収 益   

     受 取 利 息 38  

     補 助 金 収 入 82  

     雑 収 入 101 222 

   営 業 外 費 用   

     支 払 利 息 13  

     雑 損 失 40 54 

    経 常 利 益  3,534 

   特 別 利 益   

     貸 倒 引 当 金 戻 入 額  16 

   特 別 損 失   

     関 係 会 社 株 式 評 価 損 1,350  

     関係会社事業損失引当金繰入額 14 1,364 

    税 引 前 当 期 純 利 益  2,186 

    法人税、住民税及び事業税 1,803  

    法 人 税 等 調 整 額 △451 1,352 

    当 期 純 利 益  834 
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株主資本等変動計算書 
2022年３月 １日から 
2023年２月 28日まで 

（単位：百万円） 

 

株主資本 

純資産 

合計 
資本金 

利益剰余金 

株主資本 
合計 

その他 
利益剰余金 利益剰余金 

合計 
繰越利益剰余金 

当 期 首 残 高 10 △0 △0 9 9 

当 期 変 動 額      

吸収分割等による 
増 加 

 8,546 8,546 8,546 8,546 

当 期 純 利 益  834 834 834 834 

当期変動額合計 － 9,380 9,380 9,380 9,380 

当 期 末 残 高 10 9,380 9,380 9,390 9,390 
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個 別 注 記 表 
 

［重要な会計方針に係る事項に関する注記］ 

１．資産の評価基準及び評価方法 

（１）有価証券 

    子会社株式   移動平均法に基づく原価法 

（２）棚卸資産 

    商   品 

     評価基準は原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価の切下げの方法により算定）

によっています。 

     一般商品   売価還元平均原価法 

     生鮮商品   最終仕入原価法 

 

２．引当金の計上基準 

（１）貸倒引当金 

    債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、また、貸倒懸念

債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上することとしてい

ます。なお、関係会社への投資等に係る損失に備えるため、当該会社の財政状態等を勘案し、必要

と認められる額を計上しています。 

（２）関係会社事業損失引当金 

    関係会社の事業に係る損失に備えるため、当該会社に対する投資等を超えて当社が負担すること

となる損失見込額を計上しています。 

 

３．収益及び費用の計上基準 

 （収益認識関係） 

   当社は主に店舗において食品や日用品等の商品の販売を行っており、顧客に対して商品を引き渡す

履行義務を負っています。これらの商品の販売は、顧客に商品を引き渡した時点で顧客が商品に対す

る支配を獲得し、履行義務が充足されることから、当該商品の引き渡し時点で収益を認識しています。 

   なお、商品の販売のうち、消化仕入等当社の役割が代理人取引に該当すると判断したものについて

は、顧客から受け取る対価の総額から仕入先に対する支払額を差し引いた純額で収益を認識していま

す。 

 

[会計上の見積りに関する注記] 

 記載すべき事項はありません。 

 

[貸借対照表に関する注記] 

１．顧客との契約から生じた債権の残高及び契約資産の残高  

 売掛金 2,126 百万円 

   

２．関係会社に対する金銭債権債務（区分表示したものを除く）  

 短期金銭債権 14,225百万円 

 短期金銭債務 3,113 百万円 
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[損益計算書に関する注記] 

１．売上高のうち、顧客との契約から生じる収益の額  159,130 百万円 

  

２．関係会社との取引高  

（１）営業取引 売上高  1,394百万円 

 その他の営業収入  3,369百万円 

 仕入高  6,432百万円 

 販売費及び一般管理費  31,470百万円 

   

（２）営業取引以外の取引（区分表示したものを除く） 415百万円 

 

 

[株主資本等変動計算書に関する注記] 

１．発行済株式の種類及び総数に関する事項 

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当事業年度末 

普通株式 200株 － － 200株 

 

２．自己株式の数に関する事項 

  記載すべき事項はありません。 

 

３．配当に関する事項 

（１）配当金支払額 

   記載すべき事項はありません。 

 

（２）基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの 

   2023年５月15日開催の定時株主総会において、次のとおり付議します。 
 

株 式 の 種 類 配 当 の 原 資 
配当金の総額 
(百万円) 

１株当たり 
配当額(円) 

基  準  日 効 力 発 生 日 

普 通 株 式 利 益 剰 余 金 1,028 5,143,734.00 2023年２月28日 2023年５月16日 
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[税効果会計に関する注記] 

 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳 

繰延税金資産  

 出向者人件費負担金  211百万円 

 未払事業税等  180百万円 

 関係会社事業損失引当金 60 百万円 

 関係会社株式評価損 805百万円 

 関係会社貸倒引当金 796百万円 

 契約負債（自社ポイント未払） 177百万円 

 その他 563百万円 

繰延税金資産小計  2,794百万円 

 評価性引当額  △2,185 百万円 

繰延税金資産合計  608百万円 

繰延税金負債  －百万円 

繰延税金負債合計  －百万円 

繰延税金資産の純額  608百万円 

 

 

[金融商品に関する注記] 

１．金融商品の状況に関する事項 

（１）金融商品に対する取組方針 

    当社は、事業活動を行うために必要な運転資金の一部を、関係会社からの借入により調達し、一

時的な余剰資金は短期的な安全性の高い金融資産で運用しています。 

 

（２）金融商品の内容及び当該金融商品に係るリスク 

    営業債権である売掛金は、顧客の信用リスクに晒されています。 

    長期貸付金は、子会社に対するものであり、貸付先の信用リスクに晒されています。 

    営業債務である買掛金は、そのほとんどが３か月以内の支払期日であり、資金調達に係る流動性

リスクに晒されています。 

    関係会社からの借入金は、市場金利を勘案してその金利を決定しており、市場リスクに晒されて

います。 

 

（３）金融商品に係るリスク管理体制 

  ①信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理 

    当社は、営業債権について、主要な取引先の信用状況のモニタリングにより期日、残高を管理し

ています。 

  ②市場リスク（金利等の変動リスク）の管理 

    当社は、借入金に係る支払金利の変動リスクを回避するために、固定金利で資金調達を行ってい

ます。 

  ③資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）の管理 

    当社は、財務部が定期的に資金繰計画を作成・更新するとともに、手元流動性の維持により流

動性リスクを管理しています。 
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２．金融商品の時価等に関する事項 

   2023年２月28日（当事業年度の決算日）における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額につい

ては、次のとおりです。なお、市場価格のない株式等は、次表には含めていません。また、預金、売

掛金、未収入金、預け金、関係会社短期貸付金、買掛金、関係会社短期借入金、未払金、未払法人税

等は短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似することから、注記を省略しています。 

                                       （単位：百万円） 

 貸借対照表計上額 時価 差額 

関係会社長期貸付金（１年以内回収予定分含む） 8,226   

 貸 倒 引 当 金 △2,327   

資産計 5,899 5,925 25 

（注）１．関係会社長期貸付金（１年内回収予定分含む）は、貸倒引当金を控除しています。 

   ２．市場価格のない株式等 

                        （単位：百万円） 

区分 貸借対照表計上額 

関係会社株式に属するもの 
非上場株式（※） 

2,791 

    （※）非上場株式については、「金融商品の時価等の開示に関する適用指針」（企業会計基準適
用指針第19号 2019年７月４日）第５項に基づき、時価開示の対象とはしていません。 

 

[関連当事者との取引に関する注記] 

１．親会社及び法人主要株主等                        （単位：百万円） 

種類 
会社等 

の名称 
所在地 資本金 

事業の 

内容 

議決権等

の所有(被

所有)割合 

関連当事者

との関係 

取引の 

内容 

取引 

金額 
科目 

期末 

残高 

親会社 株式会社 
フジ 

愛媛県 
松山市 

22,000 持株会社 

不動産賃 

貸業 

(被所有) 
直接 
100％ 

役員の兼任     
従業員の出 
向受入 

出向者人件費 
負担金 

19,527 
 
未払金 954 

 

運転資金の 
預託 

 － 預け金 11,277 

不動産の 
賃借 

不動産の 
賃借(注)1 

7,498  － 

       当社を事業譲
渡先とする事
業の吸収分割 
(注)2 
承継資産 
承継負債 

 
 
 
 

31,144 
22,323 

  
 
 
 

－  

（注）１．株式会社フジへ支払う賃料は、近隣の実勢価格等を勘案して合理的に決定しています。 

   ２．事業の吸収分割については、親会社の算定した対価に基づき決定しています。 
 

２．子会社及び関連会社等                          （単位：百万円） 

種類 
会社等 

の名称 
所在地 資本金 

事業の 

内容 

議決権等

の所有(被

所有)割合 

関連当事者

との関係 

取引の 

内容 

取引 

金額 
科目 

期末 

残高 

子会社 株式会社 
フジ・カ 
―ドサー 
ビス 

愛媛県 
松山市 

150  クレジ 
ットカ 
―ド事 
業 

（所有） 
直接 
100％ 

クレジット 
・電子マネ 
ー業務委託 

クレジット・ 
電子マネー手 
数料(注)1 

920  
 

未払金 
売掛金 

1,495  
622  

 

資金の借入 資金の借入 
(純額)(注)2 
利息の支払 

△200  
 

4 

関係会社短期 
借入金 

1,300 
 
 

子会社 株式会社 
フジファ 
ミリーフ 
ーズ 

愛媛県 
松山市 

100  
  

  

飲食業 （所有） 
直接 
100％ 

資金の貸付 資金の貸付 
(純額)(注)3 
利息の受取 

△160  
 

4 

関係会社長期 
貸付金 
 

1,130  
 
 

貸倒引当金戻 
入額 

186 貸倒引当金 61 
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                                      （単位：百万円） 

種類 
会社等 

の名称 
所在地 資本金 

事業の 

内容 

議決権等

の所有(被

所有)割合 

関連当事者

との関係 

取引の 

内容 

取引 

金額 
科目 

期末 

残高 

子会社 株式会社 
フジマー 
ト 

広島県 
廿日市 
市   

50  スーパ 
―マー 
ケット 

（所有） 
直接 
100％ 

商品代金の 
立替 

商品代金の 
立替 

－ 未収入金 861  

 資本の減資 170   

子会社 
 

株式会社 
西南企画 

愛媛県 
松山市 

50  不動産 
賃貸業 

（所有） 
直接 
100％ 

資金の貸付 資金の貸付 
(純額)(注)3 
利息の受取 

234  
 

16  

関係会社短期 
貸付金 
関係会社長期 
貸付金 

590  
 

2,622  
 

子会社 株式会社 
フジデリ 
カ・クオ 
リティ 

愛媛県 
松山市 

44  食品製 
造・加 
工販売 
業 

（所有） 
直接 

95.5％ 
間接 
4.5％ 

役員の兼任     

コンセ契約 手数料の受取 2,669  未払金 
 

585  
 

資金の借入 資金の借入 
(純額)(注)2 
利息の支払 

800  
 

7 

関係会社短期 
借入金 
 

2,800  
 

子会社 株式会社 
ニチエー 

広島県 
福山市 

10  スーパ 
ーマー 
ケット 

（所有） 
直接 
100％ 

商品代金の 
立替 

商品代金の 
立替 

－  
 
未収入金 821 

資金の貸付 資金の貸付 
(純額)(注)3 
 

△80 
 
 

関係会社短期 
貸付金 
関係会社長期 
貸付金 

500 
 

170 
 

 株式評価損の 
計上(注)4 

1,350 関係会社株式 
評価損 

1,350 

子会社 株式会社 
フジ・ア 
グリフー 
ズ 

愛媛県 
松山市 

10  青果卸 
売業 

（所有） 
直接 
100％ 

資金の貸付 資金の貸付 
(純額)(注)3 
利息の受取 

△90 
 

2 

関係会社長期 
貸付金 

705 

子会社 株式会社
サニーＴ
ＳＵＢＡ
ＫＩ 

愛媛県 
松山市 

10  不動産 
賃貸業 

（所有） 
直接 
100％ 

役員の兼任     

資金の貸付 資金の貸付 
(純額)(注)3 
利息の受取 

△3 
 

3 

関係会社長期 
貸付金 

948 

貸倒引当金戻 
入額 

3 貸倒引当金 759 

子会社 株式会社 
フジ・ト 
ラベルサ 
―ビス 

愛媛県 
松山市 

300  一般旅 
行業 

（所有） 
直接 
95％ 

資金の貸付 資金の貸付 
(純額)(注)3 
利息の受取 

△145  
 

2  

関係会社長期 
貸付金 

675  
 

貸倒引当金繰 
入額 

20 貸倒引当金 675 

関係会社事業 
損失引当金繰 
入額 

25 関係会社事業 
損失引当金 

25 

子会社 株式会社 
フジセキ 
ュリティ 

愛媛県 
松山市 

66  総合ビ 
ルメン 
テナン 
ス業 

（所有） 
直接 

68.5％ 
（間接） 
10.5％ 

資金の借入 資金の借入 
(純額)(注)2 
利息の支払 

－  
 

1  

関係会社短期 
借入金 
 
 
 

560  

子会社 フジ・ＴＳ 
ＵＴＡＹ 
Ａ・エンタ 
ーテイメ 
ント株式 
会社 

愛媛県 
松山市 

10  DVD・CD・ 
書籍の 
小売及 
レンタ 
ル業 

（所有） 
直接 

66.6％ 

資金の貸付 資金の貸付 
(純額)(注)3 
利息の受取 

110  
 

4  

関係会社長期 
貸付金 

1,435  
 
 

貸倒引当金繰 
入額 

17 貸倒引当金 388 

（注）１．株式会社フジ・カードサービスのクレジット・電子マネー手数料は、契約等に基づき双方協議の上、決
定しています。 

   ２．資金の借入については、市場金利を勘案して利率を合理的に決定しています。 
   ３．資金の貸付については、市場金利を勘案して利率を合理的に決定しています。 
   ４．株式会社ニチエーの関係会社株式は、株式の実質価額が低下している為、「金融商品に関する会計基準」

に基づき、関係会社株式評価損を計上しています。 
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[収益認識に関する注記] 

 収益を理解するための基礎となる情報 

  「重要な会計方針に係る事項に関する注記」の「３．収益及び費用の計上基準」に記載しているため

注記を省略しています。 

 

[１株当たり情報に関する注記] 

１．１株当たり純資産額 46,950,527円 66銭 

２．１株当たり当期純利益 4,170,536円 97 銭 

 

[重要な後発事象に関する注記] 

 記載すべき事項はありません。 

 

[企業結合に関する注記] 

共通支配下の取引 

（吸収分割による事業譲受） 

１．事業譲受の概要 

（１）相手企業の名称及び取得した事業の名称・内容 

    相手企業の名称    株式会社フジ 

    事業の名称及び内容  食料品及び日用雑貨用品等の総合小売業 

（２）事業譲受を行った主な理由 

    当社は、親会社である株式会社フジとマックスバリュ西日本株式会社との経営統合の取引の一環

として、株式会社フジの 100％出資子会社として 2021 年 11 月 15 日に設立し、株式会社フジがグ

ループ経営管理事業、資産管理事業その他の株式会社フジを持株会社化するために必要な機能に係

る事業を除く一切の事業に関して有する一定の権利義務を 2022 年３月１日付で吸収分割により承

継し、事業を開始しました。 

    これにより、中国・四国エリアにおけるドミナントを更に強め、地域環境の変化や競争の激化に

対応し、持続的なお客さまの豊かなくらしづくりと、中国・四国地方の産業、社会、文化、雇用な

どの問題解決についてスピードを上げて取り組みます。また、従業員一人ひとりが仕事に使命感を

持ち、さまざまな改革に挑戦し続け、最も地域に貢献する企業集団「中国・四国№１のスーパーリ

ージョナルリテイラー」への深化を果たし、企業価値の最大化実現を図ることを目的としています。 

（３）企業結合日      2022 年３月１日 

（４）企業結合の法的形式 

    株式会社フジを吸収分割会社とし、当社を吸収分割承継会社とする事業譲受 

（５）吸収分割後の企業の形態 

    株式会社フジが持株会社となり、当社が事業運営会社です。 

（６）計算書類に含まれている取得した事業の業績の期間 

    2022年３月１日から 2023年２月 28日まで 

（７）企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳 

    流動資産        21,022 百万円 

    固定資産        10,122 百万円 

    資産合計        31,144 百万円 

    流動負債        22,160 百万円 

    固定負債          163 百万円 

    負債合計        22,323 百万円 
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1．貸 借 対 照 表 
（2023年 2月 28日現在） 

（単位：百万円） 

科  目 金 額 科  目 金 額 

    （資産の部）  （負債の部）  

流動資産 51,833 流動負債 86,087 

  現金及び預金 16,399   支払手形 76 

  売掛金 1,211   買掛金 38,979 

  商品 22,146   短期借入金 6,000 

  貯蔵品 83   1年内返済予定長期借入金 19,572 

  前払費用 808   リース債務 160 

  未収入金 10,387   未払金 6,421 

  その他 797   未払費用 5,825 

固定資産 189,396   未払法人税等 1,355 

 有形固定資産 158,766   預り金 890 

  建物 52,103   賞与引当金 1,373 

  構築物 5,379   役員業績報酬引当金 20 

  機械及び装置 4,836   店舗閉鎖損失引当金 41 

  車両運搬具 22   設備関係支払手形 3,568 

  工具、器具及び備品 7,690   その他 1,800 

  土地 82,033 固定負債 51,069 

    リース資産 2,640   長期借入金 36,571 

  建設仮勘定 4,060   リース債務 2,539 

 無形固定資産 273   店舗閉鎖損失引当金 9 

  ソフトウエア 174   退職給付引当金 222 

  電話加入権 82 関係会社事業損失引当金 85 

  施設利用権 17 長期預り保証金 5,302 

 投資その他の資産 30,356   資産除去債務 6,028 

  投資有価証券 7,283   その他 309 

  関係会社株式 135  負債合計 137,157 

  長期前払費用 1,881    （純資産の部）  

  繰延税金資産 12,488 株主資本 100,934 

  差入保証金 7,920  資本金 100 

  その他  807  資本剰余金 59,859 

  貸倒引当金 △159   資本準備金 4,724 

    その他資本剰余金 55,135 

   利益剰余金 40,974 

    利益準備金 371 

    その他利益剰余金 40,603 

     固定資産圧縮積立金 1,147 

     別途積立金 30,700 

     繰越利益剰余金 8,755 

  評価・換算差額等 3,138 

   その他有価証券評価差額金 3,138 

   純資産合計 104,073 

資産合計 241,230 負債・純資産合計 241,230 
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2． 損 益 計 算 書 
（2022年 3月 1日から 2023年 2月 28日まで） 

（単位：百万円） 

科     目 金      額 

売 上 高  537,501 

売 上 原 価  405,490 

売 上 総 利 益  132,011 

そ の 他 の 営 業 収 入  9,864 

営 業 総 利 益  141,875 

販売費及び一般管理費  136,754 

営 業 利 益  5,121 

営 業 外 収 益   

受取利息及び配当金 804  

受 取 保 険 金 137  

そ の 他 131 1,073 

営 業 外 費 用   

支 払 利 息 188  

貸 倒 引 当 金 繰 入 額 14  

     関係会社事業損失引当金繰入額 59  

そ の 他 133 395 

経 常 利 益   5,800 

特 別 利 益   

固 定 資 産 売 却 益 418  

投資有価証券売却益 3,783 4,201 

特 別 損 失   

固 定 資 産 売 却 損 1  

固 定 資 産 除 却 損 19  

減 損 損 失 3,340  

店 舗 閉 鎖 損 失 67  

店舗閉鎖損失引当金繰入額 47 3,477 

税 引 前 当 期 純 利 益  6,524 

     法人税、住民税及び事業税 2,225  

  法 人 税 等 調 整 額 △1,306 919 

       当 期 純 利 益  5,604 

 

 

 

 

 



 

 3 

3．株 主 資 本 等 変 動 計 算 書 
(2022年 3月 1日から 2023年 2月 28日まで) 

（単位：百万円） 

 
 株 主 資 本 

 

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 
株 主 

資 本 

合 計 

 
資 本 

準備金 

その他 

資 本 

剰余金 

資 本 

剰余金 

合 計 

利 益 

準備金 

その他利益剰余金 利 益 

剰 余 金

合 計 
 

固定資産

圧   縮

積 立 金 

別 途 

積立金 

繰越利益 

剰 余 金 

2022 年 3 月 1 日残

高 
1,750 4,724 53,485 58,209 371 1,321 30,700 5,079 37,472 97,432 

事業年度中の変動

額 
          

 減 資 △1,650 - 1,650 1,650 - - - - - - 

 剰余金の配当 - - - - - - - △2,102 △2,102 △2,102 

 固定資産圧縮積

立金の取崩 
- - - - - △174 - 174 - - 

 当期純利益 - - - - - - - 5,604 5,604 5,604 

 株主資本以外の

項目の事業年度

中の変動額（純

額） 

- - - - - - - - - - 

事業年度中の変動

額合計 
△1,650 - 1,650 1,650 - △174 - 3,676 3,502 3,502 

2023年 2月 28日残

高 
100 4,724 55,135 59,859 371 1,147 30,700 8,755 40,974 100,934 

     

 
評価・換算 

差  額  等 
純資産合計 

 
その他有価証券評価差

額金 

2022 年 3 月 1 日残

高 
5,779 103,212 

事業年度中の変動

額 
  

 減 資 - - 

 剰余金の配当 - △2,102 

 固定資産圧縮積

立金の取崩 
- - 

 当期純利益 - 5,604 

 株主資本以外の

項目の事業年度

中の変動額（純

額） 

△2,640 △2,640 

事業年度中の変動

額合計 
△2,640 861 

2023年 2月 28日残

高 
3,138 104,073 
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4．個 別 注 記 表 

 

1．重要な会計方針に係る事項に関する注記 

（１） 資産の評価基準及び評価方法 

① 有価証券の評価基準及び評価方法 

子会社株式･･････移動平均法による原価法 

その他有価証券 

市場価格のない株式等以外のもの･･･時価法（評価差額は全部純資産直入法により

処理し、売却原価は移動平均法により算定） 

市場価格のない株式等･･･移動平均法による原価法 

② 棚卸資産の評価基準及び評価方法 

商 品････････････主として、売価還元法による原価法（貸借対照表価額については

収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定） 

         ただし、一部の商品については、最終仕入原価法 

    貯蔵品････････････最終仕入原価法 

 

（２）  固定資産の減価償却の方法 

① 有形固定資産（リース資産を除く） 

経済的耐用年数に基づく定額法 

各資産別の主な経済的耐用年数として以下の年数を採用しております。 

     建物 

     （営業店舗）         20年 

     （加工工場）         30年 

     （建物附属設備）    ３年～18年 

     構築物         10年～20年 

     工具、器具及び備品   ２年～20年 

② 無形固定資産（リース資産を除く） 

定額法 

③ リース資産 

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産については、リース期間

を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。 

なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が 2009

年２月 20 日以前のリース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会

計処理によっております。 
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④ 長期前払費用 

契約期間等に応じた均等償却 

 

（３）引当金の計上基準 

① 貸倒引当金 

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については、貸倒実績率により、

貸倒懸念債権及び破産更生債権等の特定の債権については個別に回収可能性を勘案

し、回収不能見込額を計上しております。 

② 賞与引当金 

従業員に支給する賞与に備えるため、支給見込額のうち当事業年度に負担する金額

を計上しております。 

③ 役員業績報酬引当金 

役員に支出する業績報酬に備えるため、支給見込額の当事業年度に負担すべき金額

を計上しております。 

④ 店舗閉鎖損失引当金 

店舗閉鎖に伴い発生する損失に備え、店舗閉鎖により合理的に見込まれる中途解

約違約金等の閉鎖関連損失見込額を計上しております。 

⑤ 退職給付引当金 

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資

産の見込額に基づき計上しております。 

⑥ 関係会社事業損失引当金 

関係会社の事業に係る損失に備えるため、当該会社の財政状態等を勘案し、損失

負担見込額を計上しております。 

 

（４）収益及び費用の計上基準 

当社は主に店舗において食品や日用品などの商品の販売を行っており、顧客に対

して商品を引き渡す履行義務を負っております。これらの商品の販売は、顧客に商品

を引渡した時点で顧客が商品に対する支配を獲得し、履行義務が充足されることから、

当該商品の引渡し時点で収益を認識しております。 

なお、商品の販売のうち、消化仕入など当社の役割が代理人に該当すると判断し

たものについては、顧客から受け取る対価の総額から仕入先に対する支払額を差し引

いた純額で収益を認識しております。 
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（５）退職給付に係る会計処理 

① 退職給付見込額の期間帰属方法 

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属さ

せる方法については、給付算定式基準によっております。 

② 数理計算上の差異の費用処理方法 

数理計算上の差異については、各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤

務期間以内の一定の年数（10 年）による定額法により按分した金額を、それぞれ発

生の翌事業年度から費用処理しております。 

 

2.会計方針の変更に関する注記  

（１）収益認識に関する会計基準の適用 

 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第 29 号 2020 年３月 31 日。以下、「収

益認識会計基準」という。）等を当事業年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの

支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収

益を認識することとしております。 

 収益認識会計基準等の適用による主な変更点は以下のとおりです。 

① 代理人取引に係る収益認識 

消化仕入に係る収益について、従来は、顧客から受け取る対価の総額で収益を認

識していましたが、顧客への財またはサービスの提供における役割（本人または代理

人）を判断した結果、総額から仕入先に対する支払額を差し引いた純額で収益を認識

する方法に変更しております。なお、当該収益は営業収入に計上しております。 

② 他社ポイント制度に係る収益認識 

購入金額に応じて付与している他社運営のポイント制度について、従来は販売費

及び一般管理費の広告宣伝費として計上していましたが、取引価格の算定にあたって、

第三者のために回収する額と判断した結果、純額で収益を認識する方法に変更してお

ります。 

 

 収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第 84 項ただし書きに定める経

過的な取扱いに従い、当事業年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積

的影響額を、当事業年度の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を

適用しておりますが、当期首残高に与える影響はありません。 

 この結果、当事業年度の売上高は 57 億 92 百万円、売上原価は 31億５百万円、販売費及

び一般管理費は 24 億 28百万円減少し、その他営業収入は２億 58 百万円増加しました。営

業利益、経常利益、当期純利益に与える影響はありません。 

 

（２）時価の算定に関する会計基準等の適用 

 「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準委員会第 30号 2019年７月４日。以下、
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「時価算定会計基準」という。）等を当事業年度の期首から適用し、時価算定会計基準第

19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準委員会第 10号 2019年７月４日）

第 44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方

針を、将来にわたって適用することとしております。なお、これによる計算書類への影響は

ありません。 

 

3．会計上の見積りに関する注記 

  会計上の見積りにより当事業年度に係る計算書類にその額を計上した項目のうち、翌事業

年度に係る計算書類に重要な影響を及ぼす可能性があるものは、次のとおりであります。 

 （固定資産の減損） 

（１） 当事業年度の計算書類に計上した金額 

減損損失     3,340百万円 

有形固定資産  158,766百万円 

無形固定資産    273百万円 

 

（２） 会計上の見積りの内容に関する理解に資するその他の情報 

① 算出方法 

当事業年度末において減損損失を認識すべきと判定された資産については帳簿

価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失としております。 

② 主要な仮定 

固定資産の減損の検討にあたっては、減損損失の認識及び使用価値の算定におい

て、将来キャッシュ・フローの見積りを行っております。当該見積りは、経営者

により承認された中長期計画の前提となった数値を基礎とし、現在の使用状況及

び合理的な使用計画、追加投資計画等を考慮することとしております。当該数値

は、経営者の判断を伴う主要な仮定として、将来の売上収益の成長予測、売上原

価、人件費や家賃等の販売管理費の変動予測等を織り込んでおります。 

③ 翌年度の計算書類に与える影響 

将来の経済状況の変動等により正味売却価額、将来キャッシュ・フロー及び割引

率の見直しが必要となった場合には、翌年度の計算書類に重要な影響を与える可

能性があります。 

 

4．貸借対照表に関する注記 

（１）有形固定資産の減価償却累計額 181,715百万円 
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（２）関係会社に対する金銭債権債務（区分表示したものを除く） 

短期金銭債権              178百万円 

長期金銭債権              120百万円 

短期金銭債務             8,359百万円 

長期金銭債務               12百万円 

 

5．損益計算書に関する注記 

関係会社との取引高 

営業取引 

 事務委託手数料                        719百万円 

 その他の営業取引による取引高    23,476百万円 

営業取引以外の取引                    4,432百万円 

 

6．株主資本等変動計算書に関する注記 

（１）当事業年度の末日における発行済株式の種類及び総数 

普通株式                      52,565,394株 

 

（２）当事業年度の末日における自己株式の種類及び株式数 

普通株式                           0株 

 

（３）配当に関する事項 

  ①配当金支払額 

   2022年 5月 12日開催の第 40期定時株主総会において、次のとおり決議しました。 

   普通株式の配当に関する事項 

（イ）配当金の総額 2,102百万円  

（ロ）1株当たり配当額 40円  

（ハ）基準日 2022年 2月 28日  

（ニ）効力発生日 2022年 5月 13日  
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  ②基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となる 

   もの 

   2023年 5月 12日開催の第 41期定時株主総会において、次の議案を付議します。 

    普通株式の配当に関する事項 

 

（イ）配当金の総額 1,576百万円 

（ロ）1株当たり配当額 30円 

（ハ）配当の原資 利益剰余金 

（ニ）基準日 2023年 2月 28日 

（ホ）効力発生日 2023年 5月 12日 

 

7．税効果会計に関する注記 

繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳 

    繰延税金資産 

 

 

    繰延税金負債 

 

 

 

 

 

 

未払事業税 36 百万円 

賞与引当金 471  

有形固定資産 19,656  

資産除去債務 2,305  

 長期前払費用 838  

 退職給付引当金 76  

 その他 735  

 繰延税金資産小計 24,119  

 評価性引当額 △8,470  

 繰延税金資産合計 15,648  

 その他有価証券評価差額金 1,676 百万円 

 資産除去費用 597  

 固定資産圧縮積立金等 631  

 その他 255  

 繰延税金負債合計 3,160  

 繰延税金資産の純額 12,488  
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8．リースにより使用する固定資産に関する注記 

 貸借対照表に計上した固定資産のほか、店舗建物をリース契約により使用しております。 

 なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が 2009 年２

月 20日以前のリース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によ

っております。 

 

（１）当事業年度の末日における取得価額相当額、減価償却累計額相当額及び期末残高相当

額及び減損損失 

（単位：百万円） 

 

 

 

 

（２）当事業年度の末日における未経過リース料相当額 

 

 

 

 

 

（３）当事業年度の支払リース料、リース資産減損勘定の取崩高、減価償却費相当額、支払

利息相当額及び減損損失 

 

 

 

 

 

（４）減価償却費相当額の算出方法 

   リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。 

 

（５）利息相当額の算出方法 

   リース料総額とリース物件の取得価額相当額との差額を利息相当額とし、各期へ 

の配分方法については、利息法によっております。 

 

 

 

 

 

 

 
取得価額 

相 当 額 

減 価 償 却 

累計額相当額 

減損損失 

累計相当額 

期末残高 

相 当 額 

建物 243 185 57 － 

未経過リース料相当額  

1年内 21百万円 

1年超 42百万円 

合計 63百万円 

支払リース料 26百万円 

リース資産減損勘定の取崩高 12百万円 

減価償却費相当額 12百万円 

支払利息相当額 6百万円 
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9．金融商品に関する注記 

（１）金融商品の状況に関する事項 

当社は、資金運用については、主として安全性の高い定期性預金等の金融資産に限定

し、資金調達については、主として銀行等金融機関からの借入により資金調達をしてお

ります。 

売掛金等の営業債権については、取引先の状況を定期的にモニタリングし、取引先ご

とに期日及び残高を管理するとともに、財務状況の悪化等による回収懸念の早期把握や

貸倒れリスクの軽減を図っております。 

投資有価証券は主として業務上の関係を有する会社の株式であり、上場株式について

は四半期ごとに時価の把握を行っております。 

差入保証金の一部については、抵当権、質権を設定するなど保全措置を講じておりま

す。 

 

（２）金融商品の時価等に関する事項 

2023年 2月 28日現在における主な金融商品の貸借対照表計上額、時価及びこれらの差

額については、次のとおりであります。なお、市場価格のない株式等は、次表には含まれ

ておりません。（（注２）参照） 

（単位：百万円） 

 
貸借対照表 

計  上  額 
時   価 差   額 

（１）投資有価証券 

    その他有価証券 

 

7,252 

 

7,252 

 

－ 

（２）長期貸付金 120 124 4 

（３）差入保証金 
（１年内回収予定の差入保証金を含む） 

7,952 7,472 △479 

資産計 15,324 14,848 △475 

（１）長期預り保証金 
（１年内返済予定の預り保証金を含む） 

5,301 5,206 △95 

（２）長期借入金 

（1年内返済予定借入金を含む） 
56,143 56,109 △34 

負債計 61,445 61,315 △129 

      （＊）当社は、デリバティブ取引を行っておりません。 

（注１）現金及び預金、未収入金、支払手形及び買掛金、短期借入金、設備関係支払手

形は短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似することから、注記を省略

しています。 

（注２）市場価格のない株式等 

  （単位：百万円） 

区 分 貸借対照表計上額 

非 上 場 株 式 167 

市場価格のない株式等は、「投資有価証券」には含めておりません。 
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（３）金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項 

金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、

以下の 3つのレベルに分類しています。 

     レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場にお

いて形成される当該時価の算定の対象となる資産又は負債に関

する相場価格により算定した時価 

     レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のイン

プット以外の時価の算定に係るインプットを用いて算定した時

価 

     レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを用いて算定した時価 

 

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらの

インプットがそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレ

ベルに時価を分類しています。 

 

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明 

 投資有価証券 

    投資有価証券については、活発な市場における無調整の相場価格を利用し、レ

ベル１の時価に分類しております。 

 長期貸付金 

    長期貸付金の時価については、契約期間に基づいて算出した将来キャッシュ・

フローを対応するリスクフリー・レートで割り引いた現在価値により算定してお

り、レベル２の時価に分類しております。 

 差入保証金 

    差入保証金の時価については、契約期間に基づいて算出した将来キャッシュ・

フローを対応するリスクフリー・レートで割り引いた現在価値から貸倒見積高を

控除しており、レベル２の時価に分類しております。 

 長期預り保証金 

    長期預り保証金の時価については、契約期間に基づいて算出した将来キャッシ

ュ・フローを対応するリスクフリー・レートで割り引いた現在価値により算定し

ており、レベル２の時価に分類しております。 

 長期借入金 

    長期借入金の時価については、元利金の合計額をリスクフリー・レートに信用

リスクを加味した利率で割り引いた現在価値により算定しており、レベル２の時

価に分類しております。 
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10．賃貸等不動産に関する注記 

（１）賃貸等不動産の状況に関する事項 

        当社では、中国・四国地方及び兵庫県において賃貸用の商業施設等（土地を含む。）を

有しております。 

（２）賃貸等不動産の時価に関する事項 

   当該賃貸等不動産の貸借対照表計上額及び時価は、次のとおりであります。 

  （単位：百万円） 

貸借対照表計上額 当事業年度末の時価 

27,735 21,654 

（注１）貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額及び減損損失累計額を控除

した金額であります。 

（注２）当事業年度の時価は、主として「不動産鑑定評価基準」に基づいて自社で算定

した金額（指標等を用いて調整を行ったものを含む。）であります。 

 

11．関連当事者との取引に関する注記 

（１）親会社及び法人主要株主等 

属  性 
会 社 等 

の 名 称 

議決権等の 

所有(被所有) 

割合 

関連当事者

と の 関 係 

取引の 

内 容 

取引金額

（百万円） 
科 目 

期末残高

（百万円） 

親 会 社 イ オ ン ㈱ 
（被所有） 

間接 100％ 
持 株 会 社 

投資有価証 

券 の 売 却 
4,863 － － 

親 会 社 ㈱ フ ジ 
（被所有） 

直接 100％ 
持 株 会 社 

資金の借入 

（ 純 額 ） 

（注１） 

5,000 
短 期 借 

入 金 
5,000 

取引条件ないし取引条件の決定方針等 

  （注１）株式会社フジからの資金の借入については、市場金利を勘案して利率を合理的に決定して

おります。 

 

（２）子会社及び関連会社等 

属  性 
会 社 等 

の 名 称 

議決権等の 

所有(被所有) 

割合 

関連当事者

と の 関 係 

取引の 

内 容 

取引金額 

（百万円） 
科 目 

期末残高

（百万円） 

子 会 社 ㈱ オ リ ッ ク ス 直接 100％ 
設備の購入 

設備の修繕 

配当金の 

受  取 

（注１） 

570 － － 

取引条件ないし取引条件の決定方針等 

  （注１）株式会社オリックスからの配当金については、利益剰余金をベースに、両社協議の上決定

しております。 
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（３）兄弟会社等 

属  性 
会 社 等 

の 名 称 

議決権等の 

所有(被所有) 

割合 

関連当事者

と の 関 係 

取引の 

内 容 

取引金額 

（百万円） 
科 目 

期末残高

（百万円） 

親会社の 

子 会 社 

イオンクレジット

サ ー ビ ス ㈱ 
－ 営業取引 

クレジット 

売   上 
82,787 

クレジット

未 収 入 金 
2,809 

電子マネー 

売   上 
55,830 

電子マネー

未 収 入 金 
2,803 

親会社の 

子 会 社 

イ オ ン 

トップバ リ ュ ㈱ 
－ 営業取引 

商 品 仕 入

（注１） 
28,909 買 掛 金 3,367 

親会社の 

子 会 社 

イ オ ン 

商 品 調 達 ㈱ 
－ 営業取引 

商 品 仕 入

（注１） 
30,310 買 掛 金 3,510 

取引条件ないし取引条件の決定方針等 

  （注１）商品の仕入価格、代金決済方法等については、市場価格、総原価、業界の商慣習等を考慮

し、交渉のうえ一般的取引条件と同様に決定しております。 

  （注２）取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれております。 

 

（４）提出会社の役員及び主要株主（個人の場合に限る）等 

属 性 
会社等 

の名称 

議決権等の 

所有(被所有)

割合 

関連当事者 

との関係 

取引の 

内 容 

取引金額 

（百万円） 
科目 

期末残高 

（百万円） 

親会社の 

役員及び 

その近親 

者が議決 

権の過半 

数を自己 

の計算に 

おいて所 

有してい 

る会社等 

井内衡機

株式会社 

（注１） 

－ 

店舗用地及

び駐車場の

賃借 

地代の支払 

（注２） 
28 

流動資産

その他 
2 

差入 

保証金 
6 

差入保証金

の返還 
3 

流動資産

その他 
3 

差入 

保証金 
0 

取引条件ないし取引条件の決定方針等 

  （注１）親会社の役員である岡田元也の近親者が議決権の 100％を直接保有しております。 

  （注２）当社の店舗用地及び駐車場の賃借であり、土地及び駐車場の賃借に係る取引条件は、近隣

の賃料相場を参考にして、協議の上決定しております。 

  （注３）取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれております。 
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12．収益認識に関する注記 

収益を理解するための基礎となる情報 

「重要な会計方針に係る事項に関する注記」の「（４）収益及び費用の計上基準」に記

載しているため注記を省略しています。 

 

13．1株当たり情報に関する注記 

（１）1株当たり純資産額 1,979円 88銭 

（２）1株当たり当期純利益 106円 62銭 

 

14．重要な後発事象に関する注記 

記載すべき事項はありません。 
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2023 年 10 月 11 日 

各 位 

会 社 名  株式会社フジ  

代 表 者 名  代表取締役社長  尾﨑 英雄 

コード番号 8278 東証プライム市場 

問 合 せ 先 常務取締役 統合推進本部長 

松川 健嗣 

 （TEL 089-922-8112） 

 

完全子会社（孫会社）の吸収合併（簡易合併・略式合併）に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、2024 年３月 1 日を効力発生日として、当社の完全

子会社（孫会社）である株式会社フジデリカ・クオリティ（以下「ＦＤＱ」といいます。）を

吸収合併（以下「本合併」といいます。）することを決議しましたのでお知らせいたします。 

なお、本合併は完全子会社（孫会社）を対象とする簡易合併・略式合併であるため、開示事

項及び内容を一部省略して開示しております。 

 

１．合併の経緯及び目的 

 ＦＤＱは、2010 年 3 月より、店頭競争力の強化と収益力の向上を図るため、当社のデリカ

部門を吸収。以降、地域の味や素材等にこだわった商品開発と販売を通じて、お客さまの支持

拡大に取り組むとともに、開発から製造、販売に至る過程を一貫して手掛ける「製商販一体型

ビジネスモデル」を構築し、地域のお客さまニーズに迅速に対応する会社として事業展開を進

めてきました。 

 当社は 2024 年３月、株式会社フジ・リテイリング（以下「フジ・リテイリング」といいま

す。）並びにマックスバリュ西日本株式会社の３社合併を予定しておりますが、当該合併に合

わせて、グループ内の組織再編成を行います。 

当社がＦＤＱを吸収合併してデリカ事業を集約、運営組織を一体化することにより直営デリ

カ部門の強化と拡大、運営の効率化を通じて当社グループの企業価値向上を図る事を目的とし

ています。 

 

２．合併の要旨  

（１）合併の日程  

取締役会決議日     2023 年 10 月 11 日（当社） 

            2023 年 ９月 25 日（ＦＤＱ） 

合併契約締結日     2023 年 10 月 11 日（予定） 
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合併契約承認株主総会   開催いたしません。※ 

合併期日（効力発生日） 2024 年３月１日 （予定） 

※本合併は、当社においては会社法第 796 条第 2 項に基づく簡易合併であり、ＦＤＱ

においては会社法第 784 条第 1 項に基づく略式合併であるため、当社及びＦＤＱに

おいて合併契約の承認に関する株主総会を開催することなく行います。  

（２）合併の方式 

当社を存続会社、ＦＤＱを消滅会社とする吸収合併方式で、ＦＤＱは解散いたします。 

（３）合併に係る割当ての内容 

ＦＤＱが、本合併の効力発生日の前日までにフジ・リテイリングの完全子会社となり、

且つ、当社が本合併の効力発生日と同日にフジ・リテイリングを吸収合併することを予

定していることから、本合併による株式その他金銭等の割当てはありません。 

（４）消滅会社の新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い  

ＦＤＱは、新株予約権及び新株予約権付社債を発行しておりません。 

 

３．合併当事会社の概要（2023 年２月 28 日現在）  

 存続会社 消滅会社 

（１）名称 

 

株式会社フジ 株式会社フジデリカ・クオリティ 

（２）所在地 愛媛県松山市宮西一丁目２

番１号 

愛媛県松山市安城寺町 571

番地 2 

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役社長 尾﨑 英雄 代表取締役社長 髙橋 正人 

（４）事業内容 
グループ経営管理事業及び

資産管理事業 
惣菜の製造加工及び販売 

（５）資本金 22,000 百万円 44 百万円 

（６）設立日 1967 年９月 12 日 1980 年 5 月 1 日 

（７）発行済株式数 86,856,954 株 88,000 株 

（８）決算期 ２月末日 ２月末日 

（９）大株主及び持株比率 イオン株式会社     50.6% 

株式会社アスティ    4.8% 

日本マスタートラスト信託

銀行㈱（信託口）    3.3% 

フジ共栄会        2.8% 

フジ親栄会        1.8% 

株式会社フジ・リテイリング         

95.5％ 

株式会社フジ・アグリフーズ         

4.5% 

※ 

（10）直前会計年度の財政状態及び経営成績 

決算期 2023 年２月期（連結） 2023 年２月期（単体） 

 純資産 209,388 百万円 5,861 百万円 

 総資産 431,319 百万円 7,916 百万円 
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 １株当たり純資産 2,412.73 円 66,612.82 円 

 売上高 755,397 百万円 18,764 百万円 

 営業利益 11,320 百万円 1,037 百万円 

 経常利益 13,359 百万円 1,060 百万円 

(親会社株主に帰属する) 

当期純利益 
9,033 百万円 679 百万円 

１株当たり当期純利益 104.22 円 7,725.41 円 

※ＦＤＱは、本合併の効力発生日の前日までに、株式会社フジ・アグリフーズからフジ・リ

テイリングへの株式譲渡により、フジ・リテイリングの完全子会社となる予定です。 

 

４．合併後の状況 

 存続会社 

（１）名称 株式会社フジ 

（２）本社所在地 広島県広島市南区段原南一丁目 3 番 52 号 

（３）本店所在地 愛媛県松山市宮西一丁目２番１号 

（４）代表者の役職・氏名 代表取締役社長 山口 普 

（５）事業内容 総合小売業（食料品、衣料品、日用雑貨品等の小売販売） 

（６）資本金 22,000 百万円 

（７）決算期 ２月末日 

 

５．今後の見通し 

本合併は、完全親子会社間の合併であるため、当社の連結業績への影響はありません。 

 

以  上 


